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　共同企画展会期中、開催館５館のうち３館
のスタンプを集めた人に記念品を差し上げま
す。
　さらに、開催館５館全てと次の協賛館のう
ち１館のスタンプを集めた人に、追加で記念
品を差し上げます。
〇�協賛館　宮沢賢治記念館、宮沢賢治イーハ
トーブ館、宮沢賢治童話村、南部杜氏伝承
館、石鳥谷歴史民俗資料館、石鳥谷農業伝
承館、早池峰と賢治の展示館

スタンプラリー
　共同企画展の開催館５館をバスで巡ります。

□�期日　①12月12日（木）②令和２年１月９日（木）

□時間　午前９時～午後３時10分

□集合場所　まなび学園

□定員　各回30人（抽選）

□参加料・入館料　無料（昼食は自己負担）

□申込期限　12月２日（月）

□�申し込み　本館生涯学習課（☎24-2111内線

418）

バスツアー

ぐるっと花巻・再発見！
～イーハトーブの先人たち～

【問い合わせ】 本館生涯学習課（☎24-2111内線418）

会期 12月７日（土）～ １ 26月 日令和２年 （日）

▽「島善
よしちか

鄰～生誕130年～」

　北海道大学６代目学長で、リン

ゴの研究と普及に一生をささげた

リンゴ研究の第一人者。「リンゴの

神様」と呼ばれた島善鄰の生涯を

紹介します。

【会場】 同記念館（☎31-2120）

■花巻新渡戸記念館

島善鄰

▽「阿部芳太郎展」

　宮沢賢治の詩集『春と修羅』の外

箱装丁に携わった花巻出身の画

家・阿部芳太郎。農民劇の背景画

を担当するなど、花巻の美術活動

をけん引しました。本展は、昭和

38年以来56年ぶりの遺作展として

開催。宮沢賢治や萬鉄五郎との関

わりにもスポットを当て、芳太郎

の画業を紹介します。

【会場】 同美術館（☎42-4402）

■萬鉄五郎記念美術館

自画像の前の阿部芳
太郎（撮影：宮澤清六）

▽「松川滋
じ

安
あん

と揆
きふんじょう

奮場」

　文武の藩学「揆奮場」を設立する

ため奔走した松川滋安。苦難を乗

り越えたその生涯を明らかにしま

す。

【会場】 同博物館（☎32-1030）

■花巻市博物館

松川滋安愛用の眼鏡

▽ �「ぶどう作りにかけた人 ‐々北上

山地はボルドーに似たり‐」　

　昭和22年・23年に日本を襲ったカ

スリン・アイオン台風。その被害か

らの復興を目指した取り組みがきっ

かけで、大迫のブドウ作りが始まり

ました。本展では、取り組みに関わっ

た人々や、ブドウ作り・ワイン造り

の歩みについて紹介します。

【会場】 同センター（☎29-4567）

■花巻市総合文化財センター

國分謙吉翁農魂顕彰像

▽「光太郎からの手紙」

　光太郎が差し出した手紙を通じ

て、太田村在住当時の様子や創作

活動に関わった光太郎周辺の人々

をたどります。

【会場】 同記念館（☎28-3012）

■高村光太郎記念館

高村光太郎

市内五つの文化施設で「イーハトーブの先人たち」をテーマに

共同企画展を開催します。

各施設を巡り、花巻ゆかりの先人や功績に触れてみませんか。

■入館料・休館日

※�小中学生や、市内に在住または在学の高校生、富士
大学生は「まなびキャンパスカード」や「学生証」の提
示で無料。小学生と特別支援学校の児童・生徒１人
につき保護者１人も無料になります

施設によって異なります

7 2019（R1）.11.15

優秀賞

湯本小６年
鎌田清雅さん

湯本小６年
冨手陽向さん

湯本小６年
吉田絢香さん

湯本小６年
菊池心実さん

石鳥谷中１年
佐藤葵さん

石鳥谷中１年
晴山陽花里さん

石鳥谷中１年
小笠原一考さん

石鳥谷中１年
辻村凛さん
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小学校の部

花巻市明るい選挙啓発ポスターコンクール

将来有権者となる児童生徒の皆さんが、選挙を身近に感じ

興味を持つきっかけとなるよう実施している「明るい選挙啓発ポスターコンクール」。

本年度は小学校の部に46点、中学校の部に７点の応募がありました。

その中から同コンクール審査会において入選した作品を紹介します。

【問い合わせ】 花巻市選挙管理委員会事務局（☎24-2111内線222）

入選作品を紹介します

来年度も同コンクールを実施する予定です。ご応募をお待ちしております


